
保健管理（保健部）

保護者との連携・図書広報活動（図書渉外部）

ＳＳＨ・探究学習（ＳＳＨ）

令和６年度　福井県立武生高等学校（全日制）　学校関係者評価書

【記入内容】・令和６年度の成果と課題について
　　　　　　・令和７年度に向けての改善策・向上策について

【意見をお聞きした方々】
　　ＰＴＡ会長、ＰＴＡ副会長４人
　　ＰＴＡ総務部長、ＰＴＡ進路研修部長、ＰＴＡ環境部長、ＰＴＡ広報部長　監事２名　以上１１名

学校業務改善のための取組み

教育課程・学習支援等（教務部）

・限られた人員の中で業務の平準化を進めつつ、各職員の希望に沿った勤務体系の実現を目指していることが評価できる。
・システム化等の自動化など進んでおりよい。
・業務の偏りを完全になくしていくのは難しい取組みだと思うが、定期的に評価を行うことで改善していくとよい。

・授業に対する生徒の満足度は目標指数を上回っている。
・家庭学習時間の確保には、生徒自身の意識向上が何より重要と考える。その意識を育むためにも、キャリア教育の充実や、早い段階から
進学先を具体的にイメージできる機会を引き続き設けていただきたい。
・家庭学習の取組みでは、親としては塾に行っていれば勉強していると思っているが、生徒自身の認識とズレがあるのが気になる。

・武生高校の一員として生徒達が自ら志を持ち、誇りを抱ける環境を、学校全体で築いてくださっていることに深く敬意を表します。保護
者として、日々生徒に寄り添ってくださる教職員の皆様に、心より感謝申し上げる。
・携帯·スマホとの上手な付き合い方が家庭でも注意が必要に思う。デジタルリタラシーの啓蒙はさらに必要となると思う。
・挨拶についての数字が高まっていることは大変良いことだと思う。

・1年生の早い時期から具体的な進路目標を描けるよう、今後もさまざまな機会を提供していただきたい。生徒が将来を主体的に考えられ
る環境づくりに、引き続きご尽力いただきたい。
・様々な情報をこれからも保護者の方にも発信していただきたい。
・進路指導については大学までのイメージではなく、この先どんな職業だったり、どんな会社に多く行くのか等、この先をイメージできる
ように各大学の卒業生の就職先等のリストを見せて、もう少し中期的な将来イメージを持たせてあげられる指導を希望したい。
・難関大学に限らず国公立大学に合格できるよう、共通テスト対策·２次試験対策等これからもご指導お願いします。

生徒支援（生活部）

進路支援（進路部）

・校長先生、教頭先生をはじめ武生高校の教職員の皆様の日々のご尽力により、生徒たちは、とても充実した高校生活を送ることができて
います。深く敬意を表するとともに、心より感謝申し上げます。皆様には多忙を極める日々かと存じますが、どうかお身体を大切になさっ
てください。いつも本当にありがとうございます。
・先生方の負荷は日々増えて大変になっていることと思います。先生のによって変わらない方が良いものについては徹底して定型化、自動
化をしていき子供たちに先生間差のでない教育環境を整えるのと共にDXとしてそこで浮く時間をいかに生徒たちの多様性を成功に導いた
り、苦手なものに興味を持たせたりなど、より子供にとって付加価値の高い教育を用意できることを継続してPTAでも議論いただけたらと
思います。

・新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染対策を引き続き実施していただき、学校生活に支障がないようお願いしたい。
・生徒達の防災に対する意識が低いため、適切な避難方法についての理解を進めていただきたい。また、避難訓練だけでは意識が高まらな
いと思われるため、新たな方法を取り入れ、意識を高めていただきたい。

・読書意欲を高めることは容易ではないと思うが、まずは生徒が自然と図書館に足を運べるような工夫を検討いただきたい。本との出会い
が、生徒の視野を広げる大きなきっかけになることを願っています。
・各本の概要や見処などをネット情報などから興味を持たせられるように紹介したり、感覚的に検索できるようにデータベースや台帳化し
ておいて直感的に見たいものが見つけられるとよい。
・奨学金については様々なものを整理して、その違いや対象をわかりやすくするなどわかりやすくなる。比較表のようなものを必要情報だ
けに絞って整頓していただきたい。
・ホームページもわかりやすくなり、更新も増え、閲覧が楽しみになりました。今後もわかりやすく、タイムリーな情報提供をお願いした
い。

・探究学習を通じて、生徒の積極性や協働の意識が高まっていることを大変心強く感じている。今後も、生徒の可能性を最大限に引き出し
ていただけるよう、ご指導のほどよろしくお願いいたします。
・探究学習でよかった取組みは普通科のメンバーにも展開していくと全体の向上にもなりベースアップになっていくと思う。そして探究で
はまた新たなことに挑戦していき、学校の特徴を尖らせていけるとよい。
・保護者向けに、子ども達の協働する力が高まったと評価する場面(発表会等)があまりないため、評価をするのが難しく感じる。
・探究学習·課題研究、保護者にも分かる形で発表の場があるとよい。

・日々ご多忙の中、生徒一人ひとりと丁寧に向き合ってくださる教職員の皆様に、心からの敬意と感謝を申し上げます。いじめに関して
は、とりわけ初期対応が重要と考えますので、今後も些細な兆候を見逃さず、情報を迅速に先生方でご共有いただき、ご対応いただけます
ようお願い申し上げます。
・今後も未然の防止・啓蒙と早期対策の解決にあたっていただき、子ども達が学校生活を不安なく過ごすことができるようお願いします。
・複雑化する社会において、いじめゼロを目標に学校教育に取り組んでいただきたいです。

その他

心の環境整備（いじめ対策委員会）


